
教育出版 音楽Ⅰ Tutti＋ （音Ⅰ ７０１）  

 

 

１ 教科の目標（講座のねらい） 

・音楽の幅広い活動を通して，生徒が個性を生かしながら思いや意図をもって表現したり味わって鑑賞し

たりする力を育成し，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てる。 

・音や音楽が醸し出すよさや美しさなどを感じ取り，そこに価値を見いだせる感性を養う。 

・音や音楽を知覚・感受して，思考・判断し表現する音楽活動の過程を通して，創造的な表現と鑑賞の能

力を伸ばす。 

・音や音楽と生活や社会との関わりについて考え，音環境への関心を高め，音楽の知的財産権を尊重する

態度の形成を図る。 

・中学校音楽科の学習を踏まえ，楽曲固有のよさや美しさなどを味わうだけでなく，文化的・歴史的背景

など広い視野で音楽を捉えて，我が国及び諸外国の音楽文化への理解を深める。 

 

２ 育てたい生徒像 

「音楽Ⅰ」では，生涯にわたって主体的に音楽を愛好していこうとする心情の育成を重視したい。その

ためには生徒一人一人が個性を生かして音楽の幅広い活動を行い，音楽のよさや美しさなどを感じ取って，

そこに価値を見いだすことのできる感性を高めていくことが重要である。また，中学校音楽科の学習を踏

まえ，思いや意図をもって表現したり味わって聴いたりする力を深化させていく。 

特に，生徒が日頃から親しんでいる音楽のみを経験するのではなく，我が国及び諸外国の様々な音楽を

授業の中で幅広く学習することで，音楽の文化的・歴史的背景，作曲者及び演奏者による表現の特徴，音

楽の伝承方法，表現方法，様式など多様な観点から固有の価値について捉えられるようになり，音楽の多

様性を理解し，音楽的視野を広げて，音楽文化についての理解が深めていくことができる。 

これらの力が，総合的に作用しあうことで豊かな情操が育まれ，望ましい人格の完成が目ざされる。 

 

３ 授業の内容と学習方法 

(1) 曲想を歌詞の内容や背景と関わらせてイメージし，曲種に応じた発声の特徴を生かして様々な表現

形態による歌唱表現をする。 

(2) 曲想を楽曲の背景と関わらせてイメージし，和楽器やリコーダー，ギターなどの基礎的な奏法を身

に付け，独奏や重奏，合奏など様々な表現形態による器楽演奏をする。 

(3) 音階を選んで旋律をつくり，副次的な旋律や和音などを付ける活動，音素材の特徴を生かし，構成

を工夫する活動，変奏や編曲など，イメージをもって幅広い創作活動をする。 

(4) 音楽史に沿って各時代の特徴や，曲の文化的・歴史的背景を学んだり，鑑賞した舞台芸術作品から

表現活動を行ったりして，音楽の多様性や美しさ，他芸術との関連などに気づく。 

(5) 西洋音楽や日本の伝統音楽，世界の各地域の諸民族の音楽の特徴を知り，音楽のよさや美しさなど

を感じ取って，共通性・固有性などに気づき，自分なりの価値を見いだしながら鑑賞する。 

(6) 音楽を形づくっている諸要素を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気などを感受しながら，

それらが楽曲をどのように特徴づけているかに気づき，思考・判断して創造的な表現，鑑賞を行う。 

 

芸術科 ｢音楽Ⅰ｣ 

 

シラバス 

単位数 ２単位 担当者  

学科・学年・学級   科 第   学年   組 

使用教科書・副教材等 音楽Ⅰ Tutti＋ 



年間指導計画・評価規準例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ)

3

オリエンテーショ
ン
―未知なる音楽
の世界を求めて
―

親しみやすいJ-POPの歌
を，二部合唱の楽しみを
味わいながら高校の音楽
学習への意欲を養う。ま
た，自分にとっての音楽の
存在を再認識するとともに
様々な音楽に自ら積極的
に関わり，音楽を幅広く
様々な視点から捉えようと
する態度を養う。

歌唱

○校歌 ○君に届くまで ○優しい
あの子 ○小さな空
○平和を我らに ○８声のカノン
○歌声づくりのエクササイズ
◆口絵①Life with Music
◆音楽経験アンケート（自作教
材）
◆あなたにとって音楽とは（自作
教材）
◆Review of Basics①楽譜は音
楽を伝えるメッセージ

【知】様々な表現形態による歌唱
表現の特徴について理解してい
る。
【技】姿勢や呼吸などの身体の使
い方の技能，他者との調和を意
識して歌う技能を身に付け，歌唱
で表している。

音色，リズム，旋律，テクスチュ
アを知覚し，それらの働きを感受
しながら，知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え，ど
のように歌うかについて表現意
図をもっている。

親しみやすいJ-POPの歌の二部
合唱，音楽を幅広く様々な視点
から捉えようとすることに関心を
もち，主体的・協働的に歌唱の学
習活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 ○

音色
リズム
旋律

テクスチュ
ア

相互の関
連

D.S.
コーダ記号
カノン
発声
音
楽譜

2

イメージをもって
歌おう
―「夏の思い
出」のヒミツを手
掛かりに―

中学校の既習教材である
「夏の思い出」の楽曲の魅
力を探る学習を通して，曲
に対する自己のイメージを
豊かにしたり，他者の音楽
表現に共感したりしながら
歌唱表現を創意工夫する
手立てを学ぶ。

歌唱

◆夏の思い出の魅力を探ろう
○夏の思い出
○夏は来ぬ ○みかんの花咲く
丘
◆Review of Basics③音の高さを
表す５本の線
◆楽典

【知】「夏の思い出」の曲想と音楽
の構造や歌詞との関わりについ
て理解している。
【技】曲にふさわしい発声，言葉
の発音，身体の使い方などの技
能を身に付け，歌唱で表してい
る。

音色，リズム，速度，旋律，強
弱，形式，構成を知覚し，それら
の働きを感受しながら，知覚した
ことと感受したこととの関わりに
ついて考え，どのように歌うかに
ついて表現意図をもっている。

「夏の思い出」の曲想と音楽の構
造や歌詞との関わりに関心をも
ち，主体的・協働的に歌唱の学
習活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

リズム
速度
旋律
強弱
形式
構成

相互の関
連

速度記号
強弱記号
フレーズ
休符
ブレス
リピート記号
フェルマータ
二部形式

3

日本歌曲を歌お
う
―言葉とフレー
ズの関わりに着
目して―

日本語の抑揚や間，語
感，歌詞としてのまとまり
が旋律の流れやフレーズ
にどのように表され，曲想
を生み出しているかに関
心をもち，自己のイメージ
をもって歌唱表現を創意
工夫する。

歌唱

○この道
○浜辺の歌
○椰子の実
○歌声づくりのエクササイズ

【知】曲想と音楽の構造や歌詞と
の関わり，言葉の特性と曲種に
応じた発声との関わりについて
理解している。
【技】曲にふさわしい発声，言葉
の発音，身体の使い方などの技
能を身に付け，歌唱で表してい
る。

音色，リズム，速度，旋律，強
弱，形式，構成を知覚し，それら
の働きを感受しながら，知覚した
ことと感受したこととの関わりに
ついて考え，どのように歌うかに
ついて表現意図をもっている。

日本語の抑揚や間，語感，歌詞
としてのまとまりが旋律の流れや
フレーズにどのように表され，曲
想を生み出しているかに関心を
もち，主体的・協働的に歌唱の学
習活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 〇

リズム
速度
旋律
強弱
形式
構成

相互の関
連

速度記号
拍子記号
強弱記号
フレーズ
テヌート
メゾ・スタッ
カート
五線譜
音部記号

2

言葉を生かして
旋律をつくろう
―日本語の言
葉の特性に基づ
いて―

「日本歌曲を歌おう」の学
習成果を踏まえて，日本
語の言葉の特性に関心を
もち，抑揚，アクセント，リ
ズムなどの言葉の特徴を
感じ取り，自己のイメージ
をもって旋律をつくる。

創作

◇音のスケッチ①言葉を生かし
て旋律をつくろう
◆Review of Basics④音の長さを
表そう
◆楽典

【知】音の連なり及び構成上の特
徴について，表したいイメージと
関わらせて理解している。
【技】日本語の抑揚，アクセント，
リズムなどの言葉の特性を生か
して旋律をつくる技能を身に付
け，創作で表している。

リズム，旋律，強弱，構成を知覚
し，それらの働きを感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え，どのよう
に旋律をつくるかについて表現
意図をもっている。

日本語の抑揚，アクセント，リズ
ムなどの言葉の特性を感じ取り，
自己のイメージをもって旋律をつ
くることに関心をもち，主体的・協
働的に創作の学習活動に取り組
もうとしている。

〇 〇 〇

リズム
旋律
強弱
構成

相互の関
連

音符
休符
調
音の長さ

2

西洋音楽の源
流を耳でたどろ
う
―中世・ルネサ
ンスの音楽―

キリスト教と結びついて発
展してきた西洋音楽の源
流を中世からルネッサン
スの音楽の鑑賞と文化
的・歴史的背景の学習で
辿り，そのよさや美しさを
自ら味わって聴く。

鑑賞

◆西洋音楽の源流を耳でたどろ
う
◎グレゴリオ聖歌「パンジェ・リン
グァ」 ◎オルガヌム「地上のすべ
ての国々は」 ◎ミサ・パンジェ・リ
ングァから「キリエ」 ◎鳥の歌
◆音のスケッチ③音階
◆西洋音楽史

【知】曲想や表現上の効果と音楽
の構造との関わり，音楽の特徴
と文化的・歴史的背景との関わり
について理解している。

音色，旋律，テクスチュア，構成
を知覚し，それらの働きを感受し
ながら，知覚したことと感受した
こととの関わりについて考えると
ともに，自分や社会にとっての音
楽の意味や価値，音楽表現の共
通性や固有性について考え，音
楽のよさや美しさを自ら味わって
聴いている。

西洋音楽の源流を中世からル
ネッサンスの音楽の鑑賞と文化
的・歴史的背景の学習で辿るこ
とに関心をもち，主体的・協働的
に鑑賞の学習活動に取り組もう
としている。

〇 〇 〇 〇

音色
旋律

テクスチュ
ア

構成
相互の関

連

聖歌
教会旋法
メリスマ
声部
定旋律
オルガヌム
ミサ
シャンソン

3

歌の旅に出よう
Ⅰ
―イタリアの民
謡や歌曲―

イタリア語の言葉の特性と
旋律やリズム，曲の構成
などとの関わりに関心をも
ち，言葉の抑揚や言語の
もつ質感を捉えながら表
情豊かに歌う。

歌唱

◆イタリア語に挑戦！
○我が太陽 ○Caro mio ben ○
Santa Licia
◆Review of Basics⑤音の強さを
表そう

【知】曲想と音楽の構造や歌詞と
の関わり，言葉の特性と曲種に
応じた発声との関わりについて
理解している。
【技】曲にふさわしい発声，言葉
の発音，身体の使い方などの技
能を身に付け，歌唱で表してい
る。

音色，リズム，旋律，強弱，構成
を知覚し，それらの働きを感受し
ながら，知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え，ど
のように歌うかについて表現意
図をもっている。

イタリア語の言葉の特性や曲に
ふさわしい発声で表情豊かに歌
うことに関心をもち，主体的・協
働的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている。

〇 〇 〇

音色
リズム
旋律
強弱
構成

相互の関
連

速度記号
強弱記号
カンツォーネ
ハバネラ
イタリア民謡

ア
思考
判断
表現

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

1
学
期

4

5

6

教材
○歌唱教材　　□器楽教材
◇創作教材　　◎鑑賞教材

◆知識理解教材
（自作教材を含む）

評価規準例

学習指導要領

A　表現 B　鑑賞
〔共通事項〕

(1)　歌唱 (2) 器楽 (3) 創作 (1) 鑑賞

イ
知識

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

学習
領域
分野

学
期

月
時
数

題材名 学習のねらい
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年間指導計画・評価規準例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ)

ア
思考
判断
表現

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

教材
○歌唱教材　　□器楽教材
◇創作教材　　◎鑑賞教材

◆知識理解教材
（自作教材を含む）

評価規準例

学習指導要領

A　表現 B　鑑賞
〔共通事項〕

(1)　歌唱 (2) 器楽 (3) 創作 (1) 鑑賞

イ
知識

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

学習
領域
分野

学
期

月
時
数

題材名 学習のねらい

3

歌の旅に出よう
Ⅱ
―英語のライム
を感じて―

英語の言葉の特性と旋律
やリズム，曲の構成などと
の関わりに関心をもち，言
葉の抑揚や言語のもつ質
感を捉えながら自己のイ
メージをもって歌唱表現を
創意工夫する。

歌唱

○Smile ○Hickory Dickory Dock
○Danny boy ○Top of the world
◆ポピュラー音楽のルーツ
◎このすばらしき世界 ◎素敵
じゃないか
○Yesterday

【知】言葉の特性と曲種に応じた
発声との関わり，曲想や表現上
の効果と音楽の構造との関わり
について理解している。
【技】曲にふさわしい発声，言葉
の発音，身体の使い方などの技
能を身に付け，歌唱で表してい
る。

リズム，速度，旋律，強弱を知覚
し，それらの働きを感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え，どのよう
に歌うかについて表現意図を
もっている。

英語の言葉の特性や曲にふさわ
しい発声，アクセントや子音・母
音の扱い，語感の違いなどを生
かして歌唱表現を創意工夫する
ことに関心をもち，主体的・協働
的に歌唱の学習活動に取り組も
うとしている。

〇 〇 〇 〇 〇

リズム
速度
旋律
強弱

相互の関
連

ライム
ナーサリー・ラ
イム
アイルランド民
謡

2
旋律に合う和音
を選ぼう
―和音，和声―

ヴォイス・アンサンブルを
学習する前段階として，和
音，和声を学習する。ま
た，「言葉を生かして旋律
をつくろう」の学習成果を
活用し，旋律に合う和音を
選んで合唱に編曲する方
法を学習する。

創作

◇音のスケッチ④和音，和声
◆ギター＆キーボード・コード表
◆楽典

【知】音の重なりや連なりによる
響きの特徴について，表したいイ
メージと関わらせて理解してい
る。
【技】つくった旋律に副次的な旋
律や和音などを付ける技能を身
に付け，創作で表している。

和音，和声を知覚し，それらの働
きを感受しながら，知覚したこと
と感受したこととの関わりについ
て考え，どのように音楽をつくる
かについて表現意図をもってい
る。

和音，和声を学習することや旋
律に合う和音を選んで合唱に編
曲することに関心をもち，主体
的・協働的に創作の学習活動に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇
テクスチュ

ア

和音
和声
コードネーム
編曲

2

アンサンブルを
楽しもう
―テーブル・
ミュージック＆
ヴォイス・アンサ
ンブル―

他者との調和を意識した
り，ヴォイス・アンサンブル
の特徴を生かしたりしなが
ら，自分たちのイメージを
もって歌唱表現を創意工
夫する。また，体の様々な
部位を使って音色を工夫
したり，構成を工夫したり
しながら表したいイメージ
をもってテーブル・ミュー
ジックをつくって演奏する。

歌唱
創作

○Happy birthday to you【共通】
○Oh happy day【選択】
○切手のないおくりもの【選択】
○サザエさん一家【選択】
◇音のスケッチ⑥テーブル・
ミュージックを楽しもう
□Wind from the south

（歌唱）【知】様々な表現形態によ
る歌唱表現の特徴について理解
している。
【技】他者との調和を意識して歌
う技能，表現形態の特徴を生か
して歌う技能を身に付け，歌唱で
表している。
（創作）【知】音素材，音の連なり
や重なりによる響き及び構成上
の特徴について，表したいイメー
ジと関わらせて理解している。
【技】反復・変化・対照などの手法
を活用して音楽をつくる技能を身
に付け，創作で表している。

（歌唱）音色，リズム，速度，旋
律，テクスチュア，強弱を知覚し，
それらの働きを感受しながら，知
覚したことと感受したこととの関
わりについて考え，どのように歌
うかについて表現意図をもってい
る。
（創作）音色，リズム，速度，テク
スチュア，強弱，構成を知覚し，
それらの働きを感受しながら，知
覚したことと感受したこととの関
わりについて考え，どのように音
楽をつくるかについて表現意図
をもっている。

（歌唱）他者との調和を意識した
り，ヴォイス・アンサンブルの特
徴を生かしたりしながら，イメージ
をもって歌唱表現を創意工夫す
ることに関心をもち，主体的・協
働的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている。
（創作）音色や構成を工夫しなが
らイメージをもってテーブル・
ミュージックをつくって演奏するこ
とに関心をもち，主体的・協働的
に創作の学習活動に取り組もう
としている。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

音色
リズム
速度

テクスチュ
ア

強弱
構成

相互の関
連

ヴォイス・パー
カッション
カホン
コール・アンド・
レスポンス

2
１学期の音楽学
習のまとめ

１学期の音楽学習のまと
めとして歌唱の実技試験
を行い，学習内容の定着
度を確認する。また，これ
までの音楽学習を振り
返って自己の課題を確認
し，２学期以降の取り組み
を考える。

歌唱

○１学期に学習した歌唱教材
◆学習のまとめのワークシート
◇音のスケッチ⑤循環コードで音
楽をつくろう（夏休み中の課題）
◆コンピュータを活用しよう

【知】音楽Ⅰの１学期の学習にお
ける表現や鑑賞の「知識」に関す
る諸事項について理解している。
【技】音楽Ⅰの１学期の学習にお
ける技能に関する諸事項を身に
付け，歌唱で表している。

音色，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，形式，構成を知
覚し，それらの働きを感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え，どのよう
に歌うかについて表現意図を
もっている。

１学期の音楽学習のまとめとして
の歌唱の実技試験や，自己の課
題を確認し２学期以降の取り組
みを考えることに関心をもち，主
体的・協働的に学習活動に取り
組もうとしている。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

音色
リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
形式
構成

相互の関

循環コード
１学期に学ん
だ様々な音楽
用語，記号な
ど

8 3
芸術の秋，音楽
の秋に向けて

季節の雰囲気に合わせた
歌を，二重唱や二部合唱
の楽しみを味わいながら２
学期の音楽学習への意欲
を養う。また，夏季休業中
につくった作品を紹介文と
ともに発表し，互いに批評
し合いながら，各作品のよ
さや美しさを自ら味わって
聴く。

歌唱
（鑑
賞）

◇音のスケッチ⑤循環コードで音
楽をつくろうの発表（夏休み中の
課題）
○少年時代
○赤とんぼ
○うさぎ
○紅葉

【知】様々な表現形態による歌唱
表現の特徴，曲想や表現上の効
果と音楽の構造との関わりにつ
いて理解している。
【技】他者との調和を意識して歌
う技能，表現形態の特徴を生か
して歌う技能を身に付け，歌唱で
表している。

速度，旋律，テクスチュア，強
弱，構成を知覚し，それらの働き
を感受しながら，知覚したことと
感受したこととの関わりについて
考えるとともに，曲想や表現上の
効果と音楽の構造との関わりに
ついて考えて聴き，どのように歌
うかについて表現意図をもってい
る。

季節の雰囲気に合わせた歌を二
重唱や二部合唱で歌唱すること
や夏季休業中につくった音楽作
品を紹介文とともに発表すること
に関心をもち，主体的・協働的に
歌唱や鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
相互の関

連

プログラム・
ノート
批評

２
学
期

1
学
期

6

7
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年間指導計画・評価規準例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ)

ア
思考
判断
表現

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

教材
○歌唱教材　　□器楽教材
◇創作教材　　◎鑑賞教材

◆知識理解教材
（自作教材を含む）

評価規準例

学習指導要領

A　表現 B　鑑賞
〔共通事項〕

(1)　歌唱 (2) 器楽 (3) 創作 (1) 鑑賞

イ
知識

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

学習
領域
分野

学
期

月
時
数

題材名 学習のねらい

2

自分がつくった
旋律で変奏曲を
つくろう
―音楽を形づ
くっている要素
のはたらきと効
果―

次の題材である変奏曲の
魅力を探求する学習の前
段階として，音楽を形づ
くっている要素について学
習する。また，１学期に学
習した「言葉を生かして旋
律をつくろう」，夏休みの
課題として取り組んだ「循
環コードで音楽をつくろう」
の成果を活用して要素の
働きを変化させて変奏曲
を創作する。

創作

◆音のスケッチ②音楽を形づくっ
ている要素
◎きらきら星変奏曲
◆楽典

【知】音の連なりや重なりによる
響き，音階や音型などの特徴及
び構成上の特徴について，表し
たいイメージと関わらせて理解し
ている。
【技】音楽を形づくっている要素
の働きを変化させ，変奏や編曲
をする技能を身に付け，創作で
表している。

リズム，速度，旋律，強弱，形
式，構成を知覚し，それらの働き
を感受しながら，知覚したことと
感受したこととの関わりについて
考え，どのように音楽をつくるか
について表現意図をもっている。

自分がつくった旋律を活用して音
楽を形づくっている要素の働きを
変化させて変奏曲を創作するこ
とに関心をもち，主体的・協働的
に創作の学習活動に取り組もう
としている。

〇 〇 〇

リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
形式
構成

相互の関
連

音楽を形づくっ
ている要素
変奏

2

変奏曲の魅力を
探ろう
―パガニーニが
残した名変奏曲
―

音楽の根本的な技術であ
る変奏の技法に関心をも
ち，主題の変化や作品の
特徴が音楽の構造とどの
ように関わっているかを理
解し，他の変奏曲と比較し
て聴くことにより音楽表現
の共通性や固有性につい
て考える。

鑑賞

◆変奏曲の魅力を探ろう
◎24の奇想曲（カプリス）から第
24番 ◎パガニーニ大練習曲集
◎パガニーニの主題による狂詩
曲
◆Review of Basics⑦拍子とは
何だろう？
◆楽典
◆西洋音楽史

【知】曲想や表現上の効果と音楽
の構造との関わりについて理解
している。

音色，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，形式，構成を知
覚し，それらの働きを感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるととも
に，音楽表現の共通性や固有性
について考え，音楽のよさや美し
さを自ら味わって聴いている。

主題の変化や作品の特徴が音
楽の構造とどのように関わってい
るかに関心をもち，主体的・協働
的に鑑賞の学習活動に取り組も
うとしている。

〇 〇

音色
リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
形式
構成

相互の関

変奏曲
奇想曲
主題と変奏
狂詩曲

3

古の音楽に思い
をはせよう
―雅楽，悠久の
響き―

雅楽の楽器の音色や奏
法，楽器の構造，管弦の
響きに関心をもち，雅楽固
有の特徴が日本人の音感
覚や美意識，他の文化・
歴史と関わりながら育ま
れてきたことを理解し，そ
のよさや美しさを自ら味
わって聴く。

鑑賞

◆古の音楽に思いをはせよう
◎Review 越天楽
□双調 酒胡子
◎雅楽「蘭陵王」 ◎長唄「京鹿
子娘道成寺」 ◎尺八曲「巣鶴鈴
慕」 ◎筝曲「千鳥の曲」 ◎能「安
宅」
◆音のスケッチ⑦テクスチュア
◆日本音楽史

【知】音楽の特徴と文化的・歴史
的背景，他の芸術との関わり，
我が国や郷土の伝統音楽の種
類とそれぞれの特徴について理
解している。

音色，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，構成を知覚し，それら
の働きを感受しながら，知覚した
ことと感受したこととの関わりに
ついて考えるとともに，曲や演奏
に対する評価とその根拠，音楽
表現の共通性や固有性について
考え，音楽のよさや美しさを自ら
味わって聴いている。

雅楽の楽器の音色や奏法，楽器
の構造，管弦の響きに関心をも
ち，主体的・協働的に鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 〇

音色
リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

構成
相互の関

連

雅楽
管弦
舞楽（左舞，右
舞）
序破急
唱歌
長唄
能

4

アンサンブルを
楽しもう
―リコーダーか
ギターを選択し
て―

リコーダーまたはギターの
どちらかを選択し，各楽器
の奏法を身に付けるととも
に技能の習熟度に応じた
楽曲の音楽表現を創意工
夫しながらアンサンブル活
動の楽しさを味わう。

器楽

[リコーダー選択者]◆Start Up！
Playing the Recorder
□ペツォールトのメヌエット □い
つも何度でも □Jupiter □カノン
集
◆リコーダー運指表
[ギター選択者]◆Start Up！
Playing the Guitar
□弾き語りに挑戦しよう：翼をくだ
さい
□カノンによるギター・エチュード
□ソナタK.331によるギター二重
奏 □茶色の小びん □「第三の
男」のテーマ
◆ギター＆キーボード・コード表
[アンサンブル選択教材]□
Greensleeves □L'inverno「冬」か

【知】曲想と楽器の音色や奏法と
の関わり，様々な表現形態によ
る器楽表現の特徴について理解
している。
【技】曲にふさわしい奏法，身体
の使い方などの技能，他者との
調和を意識して演奏する技能，
表現形態の特徴を生かして演奏
する技能を身に付け，器楽で表
している。

音色，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，形式，構成を知
覚し，それらの働きを感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考え，どのよう
に演奏するかについて表現意図
をもっている。

リコーダーまたはギターのどちら
かを選択し，奏法を身に付けるこ
とや音楽表現を創意工夫しなが
らアンサンブル活動をすることに
関心をもち，主体的・協働的に器
楽の学習活動に取り組もうとして
いる。

〇 〇 〇 ○ ○ ○

音色
リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
構成

相互の関
連

サミング
タンギング
メヌエット
ストローク奏法
カポタスト
アポヤンド
アル・アイレ

2

オーケストラの
魅力を探ろう
―二つの旋律
から広がる音楽
―

オーケストラの様々な楽器
の音色や響き，またボレロ
のリズムの繰り返しに乗
せた二つの旋律が様々な
楽器やその組み合わせに
よって展開されながらもた
らす表現上の効果を理解
し，そのよさや美しさを自
ら味わって聴く。

鑑賞

◆オーケストラの魅力を探ろう
◎バレエ音楽「ボレロ」
◆楽器音域表
◆オーケストラの配置例
◆作曲家年表
◆音楽史と史実

【知】曲想や表現上の効果と音楽
の構造との関わりについて理解
している。

音色，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，構成を知覚し，
それらの働きを感受しながら，知
覚したことと感受したこととの関
わりについて考えるとともに，曲
や演奏に対する評価とその根拠
について考え，音楽のよさや美し
さを自ら味わって聴いている。

オーケストラの様々な楽器の音
色や響き，またボレロのリズムに
乗せた二つの旋律が展開されな
がらもたらす表現上の効果に関
心をもち，主体的・協働的に鑑賞
の学習活動に取り組もうとしてい
る。

〇 〇

音色
リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
構成

相互の関
連

ボレロ
旋法
オーケストラ

２
学
期

9

10
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年間指導計画・評価規準例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ)

ア
思考
判断
表現

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

教材
○歌唱教材　　□器楽教材
◇創作教材　　◎鑑賞教材

◆知識理解教材
（自作教材を含む）

評価規準例

学習指導要領

A　表現 B　鑑賞
〔共通事項〕

(1)　歌唱 (2) 器楽 (3) 創作 (1) 鑑賞

イ
知識

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

学習
領域
分野

学
期

月
時
数

題材名 学習のねらい

2

吹奏楽の魅力を
味わおう
―鯨のモチーフ
が紡ぎ出す雄大
なドラマ―

吹奏楽の様々な楽器の音
色や響き，また繰り返し現
れるモチーフの変化と曲
想や表現上の効果との関
わりを理解し，そのよさや
美しさを自ら味わって聴
く。

鑑賞

◆情景を思い浮かべながら聴こ
う
◎三つの交響的素描「青い水平
線」
◆楽器音域表
◆ウィンド・オーケストラの配置
例

【知】曲想や表現上の効果と音楽
の構造との関わりについて理解
している。

音色，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，構成を知覚し，
それらの働きを感受しながら，知
覚したことと感受したこととの関
わりについて考えるとともに，曲
や演奏に対する評価とその根拠
について考え，音楽のよさや美し
さを自ら味わって聴いている。

吹奏楽の様々な楽器の音色や
響き，また繰り返し現れるモチー
フの変化と曲想や表現上の効果
との関わりに関心をもち，主体
的・協働的に鑑賞の学習活動に
取り組もうとしている。

〇 〇

音色
リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
構成

相互の関
連

吹奏楽
交響詩
モチーフ

11 3

歌の旅に出よう
Ⅲ
―ドイツ歌曲の
魅力―

ドイツ語の言葉の特性や
曲にふさわしい発声を意
識し，アクセントや子音・母
音の扱い，語感の違いな
どを生かして自己のイメー
ジをもって歌唱表現を創
意工夫する。

歌唱
（鑑
賞）

◆ドイツ語に挑戦！
○野ばら（シューベルト） ◎
Review 魔王
◆シューベルトの歌曲
◎春の夢
◆Review of Basics⑥♯♭の役
割
○野ばら（ヴェルナー） ○春への
憧れ

【知】言葉の特性と曲種に応じた
発声との関わり，曲想や表現上
の効果と音楽の構造との関わり
について理解している。
【技】曲にふさわしい発声，言葉
の発音，身体の使い方などの技
能を身に付け，歌唱で表してい
る。

音色，リズム，速度，旋律，強
弱，形式，構成を知覚し，それら
の働きを感受しながら，知覚した
ことと感受したこととの関わりに
ついて考えるとともに，曲や演奏
に対する評価とその根拠につい
て考えて聴き，どのように歌うか
について表現意図をもっている。

ドイツ語の言葉の特性や曲にふ
さわしい発声を意識し，自己のイ
メージをもって歌唱表現を創意工
夫することに関心をもち，主体
的・協働的に歌唱や鑑賞の学習
活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 〇 〇

音色
リズム
速度
旋律
強弱
形式
構成

相互の関
連

転調
リート
臨時記号

2

交響曲の魅力を
探求しよう
―ベートーヴェ
ン最後の交響曲
―

ベートーヴェンの交響曲第
9番第1楽章を通して，
オーケストラの響きや，ソ
ナタ形式において主題が
展開されたり再現されたり
するおもしろさを味わいな
がら聴く。

鑑賞

◆ベートーヴェン最後の交響曲
◎交響曲第９番から第１楽章
◆ワンポイント！用語解説
◆楽器音域表
◆西洋音楽史

【知】曲想や表現上の効果と音楽
の構造との関わりについて理解
している。

音色，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，形式，構成を知
覚し，それらの働きを感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるととも
に，曲や演奏に対する評価とそ
の根拠について考え，音楽のよ
さや美しさを自ら味わって聴いて
いる。

オーケストラの響きや，ソナタ形
式において主題が展開されたり
再現されたりするおもしろさに関
心をもち，主体的・協働的に鑑賞
の学習活動に取り組もうとしてい
る。

〇 〇

音色
リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
形式
構成

相互の関

形式
構成
交響曲
ソナタ形式

4
混声合唱を美し
く響かせよう

混声合唱の響きを味わい
ながら他者との調和を意
識して歌う。また，曲想が
歌詞の内容や作曲者の思
いなどによってもたらされ
ていることを理解しながら
歌唱表現を創意工夫す
る。

歌唱
（鑑
賞）

○南海譜 ○フィンランディア讃歌
○よろこびの歌 ○ぜんぶ
◆◇音のスケッチ④和音，和声
◆合唱の響きを味わおう
◎アヴェ・ヴェルム・コルプス
K.618

【知】曲想と音楽の構造や歌詞と
の関わり，様々な表現形態によ
る歌唱表現の特徴，曲想や表現
上の効果と音楽の構造との関わ
りについて理解している。
【技】他者との調和を意識して歌
う技能，表現形態の特徴を生か
して歌う技能を身に付け，歌唱で
表している。

音色，速度，旋律，テクスチュ
ア，強弱を知覚し，それらの働き
を感受しながら，知覚したことと
感受したこととの関わりについて
考えるとともに，自分や社会に
とっての音楽の意味や価値を考
えて聴き，どのように歌うかにつ
いて表現意図をもっている。

混声合唱の響きを味わいながら
他者との調和を意識して歌うこと
や，曲想が歌詞の内容や作曲者
の思いなどによってもたらされて
いることを理解しながら歌唱表現
を創意工夫することに関心をも
ち，主体的・協働的に歌唱や鑑
賞の学習活動に取り組もうとして
いる。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

音色
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
相互の関

連

速度記号
強弱記号
讃歌

2
２学期の音楽学
習のまとめ

２学期の音楽学習のまと
めとして器楽アンサンブル
と合唱の発表，独唱のテ
ストを行い，学習内容の定
着度を確認する。また，こ
れまでの音楽学習を振り
返って自己の課題を確認
し，３学期以降の取り組み
を考える。
冬休みの課題レポートの
事前学習として，資料の
調べ方や紹介文，解説文
の書き方を知り，音楽を文
章や言葉で伝える工夫を
する。

歌唱
器楽

◆学習のまとめのワークシート
○□２学期に学習した教材
◆名曲プレゼンテーション「さま
ざまな時代のピアノ曲を紹介しよ
う」（自作教材）
◆さまざまな時代のピアノ曲を聴
こう

【知】音楽Ⅰの２学期の学習を通
して，表現や鑑賞の「知識」に関
する諸事項について理解してい
る。
【技】音楽Ⅰの２学期の学習を通
して，技能に関する諸事項を身
に付け，歌唱や器楽で表してい
る。

音色，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，形式，構成など
を知覚し，それらの働きを感受し
ながら，知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え，歌
唱や器楽表現としてどのように表
すかについて表現意図をもって
いる。

２学期の音楽学習のまとめとして
の器楽アンサンブルや合唱の発
表，独唱のテストに関心をもち，
主体的・協働的に歌唱や器楽の
学習活動に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

音色
リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
形式
構成

相互の関
連

２学期に学ん
だ様々な音楽
用語，記号な
ど

２
学
期

10

12
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年間指導計画・評価規準例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ)

ア
思考
判断
表現

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

教材
○歌唱教材　　□器楽教材
◇創作教材　　◎鑑賞教材

◆知識理解教材
（自作教材を含む）

評価規準例

学習指導要領

A　表現 B　鑑賞
〔共通事項〕

(1)　歌唱 (2) 器楽 (3) 創作 (1) 鑑賞

イ
知識

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

学習
領域
分野

学
期

月
時
数

題材名 学習のねらい

3

名曲プレゼン
テーション
―さまざまな時
代のピアノ曲を
聴こう―

季節の雰囲気に合わせた
歌を楽しみながら３学期の
音楽学習への意欲を養
う。また，冬季休業中に作
成した紹介文を使ってミ
ニ・コンサートを行い，時
代や作曲者の違いによる
音楽の特徴を感じ取りな
がら曲や演奏について根
拠をもって批評する。

鑑賞

◆名曲プレゼンテーション「さま
ざまな時代のピアノ曲を紹介しよ
う」（自作教材）
◆さまざまな時代のピアノ曲を聴
こう
◎タンブラン ◎プレリュード ◎ピ
アノ・ソナタ第23番「熱情」 ◎革
命 ◎鐘 ◎喜びの島 ◎変奏曲
◎ピアノ・フェイズ
○冬景色 ○Review 故郷

【知】曲想や表現上の効果と音楽
の構造との関わり，音楽の特徴
と文化的・歴史的背景，他の芸
術との関わりについて理解して
いる。

音色，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，形式，構成を知
覚し，それらの働きを感受しなが
ら，知覚したことと感受したことと
の関わりについて考えるととも
に，曲や演奏に対する評価とそ
の根拠や音楽表現の共通性や
固有性について考え，音楽のよ
さや美しさを自ら味わって聴いて
いる。

冬季休業中に作成した紹介文を
使ってミニ・コンサートを行い，時
代や作曲者の違いによる音楽の
特徴を感じ取りながら曲や演奏
について根拠をもって批評するこ
とに関心をもち，主体的・協働的
に鑑賞の学習活動に取り組もう
としている。

〇 〇 〇 〇

音色
リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
形式
構成

相互の関
連

クラヴサン
ハープシコード
平均律，純正
率
調律
ヴィルトゥオー
ソ
練習曲

3

物語と音楽との
関わりに注目し
よう
―総合芸術にお
ける音楽の魅力
―

オペラやミュージカルなど
の総合芸術において物語
と音楽が関わり合いなが
らどのような表現上の効
果をもたらしているか，音
楽と他の文化が互いにど
のように影響をし合って発
展してきたかを考える。

歌唱
鑑賞

◆総合芸術における音楽の魅力
◆場面や音楽を選んでポスター
発表してみよう
[ポスター発表用選択教材]
◆魔笛 ○恋人か女房が
◎オペラ座の怪人 ○もう一度姿
を現して
◎勧進帳 ○長唄「勧進帳」から
「これやこの」
◎国性爺合戦
[歌唱選択教材]
○なつかしい木陰よ ○闘牛士の
歌 ○The sound of music ○
Tonight

【知】曲想と音楽の構造や歌詞，
文化的・歴史的背景との関わり，
言葉の特性と曲種に応じた発声
との関わり，曲想や表現上の効
果と音楽の構造との関わり，音
楽の特徴と文化的・歴史的背
景，他の芸術との関わり，我が
国や郷土の伝統音楽の種類とそ
れぞれの特徴について理解して
いる。
【技】曲にふさわしい発声，言葉
の発音，身体の使い方などの技
能を身に付け，歌唱で表してい
る。

音色，速度，旋律，テクスチュ
ア，強弱を知覚し，それらの働き
を感受しながら，知覚したことと
感受したこととの関わりについて
考えるとともに，曲や演奏に対す
る評価とその根拠，音楽表現の
共通性や固有性について考えて
聴き，どのように歌うかについて
表現意図をもっている。

総合芸術において物語と音楽が
関わり合いながらどのような表現
上の効果をもたらしているか，音
楽と他の文化が互いにどのよう
に影響をし合って発展してきたか
に関心をもち，主体的・協働的に
歌唱や鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。

○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○

音色
リズム
速度
旋律
強弱
構成

相互の関
連

オペラ
アリア
ミュージカル
歌舞伎
長唄
黒御簾音楽
義太夫節
人形浄瑠璃
（文楽）

4

世界のさまざま
な音楽の魅力Ⅰ
―和楽器の音と
世界の楽器の
音―

各自が選択した和楽器の
表現活動を通して日本の
楽器の奏法を学び，音色
や奏法の特徴を感じ取
る。また，諸民族の楽器と
日本の楽器との比較を通
して音楽表現や音楽文化
の固有性，共通性を考え
る。

器楽
鑑賞

◆和楽器のしらべ
□さくらさくら □ひらいたひらい
た
〇□涙そうそう
◆アジアのさまざまな音楽（楽
器）
◎モリンホール（馬頭琴）の音楽
◎アルフー（二胡）の音楽 ◎中
部ジャワのガムラン ◎ケーンの
音楽
◆世界の楽器の音楽
◎シタールとタブラー ◎メヘテル
ハーネ ◎サントゥール ◎バグパ
イプ

【知】曲想と楽器の音色や奏法と
の関わり，音楽の特徴と文化的・
歴史的背景，他の芸術との関わ
り，我が国や郷土の伝統音楽の
種類とそれぞれの特徴について
理解している。
【技】曲にふさわしい奏法，身体
の使い方などの技能を身に付
け，器楽で表している。

音色，速度，旋律，テクスチュ
ア，強弱を知覚し，それらの働き
を感受しながら，知覚したことと
感受したこととの関わりについて
考えるとともに，曲や演奏に対す
る評価とその根拠，音楽表現の
共通性や固有性について考えて
聴き，どのように演奏するかにつ
いて表現意図をもっている。

日本の楽器の奏法を学び，音色
や奏法の特徴を感じ取ること，諸
民族の楽器と日本の楽器との比
較を通して音楽表現や音楽文化
の固有性，共通性を考えることに
関心をもち，主体的・協働的に器
楽や鑑賞の学習活動に取り組も
うとしている。

○ 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇

音色
リズム
速度
旋律
強弱
構成

相互の関
連

様々な和楽器
の部位の名
称，調弦や勘
所，奏法，唱
歌
世界の諸民族
の音楽と楽器

4

世界のさまざま
な音楽の魅力Ⅱ
―世界の声の
音楽―

世界の諸民族の様々な声
の音楽から音楽表現の多
様性を捉えるとともに，諸
民族の声の音楽と日本民
謡の比較を通して音楽表
現や音楽文化の固有性，
共通性を考える。

歌唱
鑑賞

◆アジアのさまざまな音楽（声）
◎ケチャ ◎パンソリ ◎アリラン
◎茉莉花 ◎布農族の合唱
◆世界の声の音楽
◎ホーミー ◎カッワーリー◎ブ
ルガリアの合唱◎イヌイットの喉
遊び歌
○茉莉花 ○アリラン
○ケチャのリズムを楽しもう！
◆日本の民謡と芸能
○ソーラン節 ○会津磐梯山
◆民謡を歌ってみよう

【知】曲想と音楽の構造や歌詞，
文化的・歴史的背景との関わり，
言葉の特性と曲種に応じた発声
との関わり，我が国や郷土の伝
統音楽の種類と特徴について理
解している。
【技】曲にふさわしい発声，言葉
の発音，身体の使い方などの技
能を身に付け，歌唱で表してい
る。

音色，速度，旋律，テクスチュ
ア，強弱を知覚し，それらの働き
を感受しながら，知覚したことと
感受したこととの関わりについて
考えるとともに，音楽表現の共通
性や固有性，音楽の特徴と文化
的・歴史的背景，他の芸術との
関わりについて考えて聴き，どの
ように歌うかについて表現意図を
もっている。

世界の諸民族の様々な声の音
楽から音楽表現の多様性を捉え
ること，諸民族の声の音楽と日
本民謡の比較を通して音楽表現
や音楽文化の固有性，共通性を
考えることに関心をもち，主体
的・協働的に歌唱や鑑賞の学習
活動に取り組もうとしている。

○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○

音色
リズム
速度
旋律
強弱
構成

相互の関
連

アジアや世界
の諸民族の声
の音楽
追分様式，八
木節様式
コブシ，ユリ
囃しことば
産字
日本の音階

３
学
期

1

2
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年間指導計画・評価規準例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ) (ア) (イ) (ウ)

ア
思考
判断
表現

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

教材
○歌唱教材　　□器楽教材
◇創作教材　　◎鑑賞教材

◆知識理解教材
（自作教材を含む）

評価規準例

学習指導要領

A　表現 B　鑑賞
〔共通事項〕

(1)　歌唱 (2) 器楽 (3) 創作 (1) 鑑賞

イ
知識

ア
思考
判断
表現

イ
知識

ウ
技能

ア
思考
判断
表現

イ
知識

学習
領域
分野

学
期

月
時
数

題材名 学習のねらい

3 3

コンサートを開こ
う
―音楽Ⅰのまと
めとして―

１年間の音楽学習のまと
めとしてコンサートを企画
実施する。音楽Ⅰで学習
した教材から選択し，クラ
ス全体での合唱や器楽ア
ンサンブルをしたりしなが
ら，音楽活動の喜びや楽
しさを味わう。また，オリエ
ンテーション時に学習した
「あなたにとって音楽とは」
が，音楽Ⅰの１年間の学
習を経てどのように変容し
たかを考える。

歌唱
器楽
創作
鑑賞

◆音のスケッチ⑨コンサートを企
画しよう
○音楽Ⅰで取り扱った歌唱教材
□音楽Ⅰで取り扱った器楽教材
◇それぞれがつくった創作作品
□STAR WARS Main title
□Yellow submarine
◆日本の大衆音楽
○上を向いて歩こう
◆あなたにとって音楽とは（自作
教材）

【知】音楽Ⅰの１年間の学習にお
ける表現や鑑賞の「知識」に関す
る諸事項について理解している。
【技】音楽Ⅰの１年間の学習にお
ける技能に関する諸事項を身に
付け，歌唱や器楽，創作で表して
いる。

音色，リズム，速度，旋律，テク
スチュア，強弱，形式，構成など
を知覚し，それらの働きを感受し
ながら，知覚したことと感受した
こととの関わりについて考え，歌
唱や器楽，創作表現としてどの
ように表すかについて表現意図
をもっている。

１年間の音楽学習のまとめとして
コンサートを企画実施すること
や，音楽Ⅰの１年間の学習を経
て自分自身の音楽に対する考え
方がどのように変容したかを考
えることに関心をもち，主体的・
協働的に表現及び鑑賞の学習
活動に取り組もうとしている。

○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

音色
リズム
速度
旋律

テクスチュ
ア

強弱
形式
構成

相互の関
連

１年間に学ん
だ様々な音楽
用語，記号な
ど

３
学
期
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